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　ガリレオの業蹟の中で，最も地回なものとは言へないかも知れなV・けれど，

最も實質的に偉大なものは，明らかに，四丁學（mechanics）を理學として基

礎づけることに貢献したことである．尤も，以前から，或る種の，個々別々な

現象や，理論は，學界にも認められ，誰明せられてみたものはある．しかし“力”

とV・ふものを物象の挙動の原動力としてハ。キリと認識し，そして，あらゆる

ものの原因と結果との關係の不攣性を廣く物象界にも横張したのは，ガリレオ

が最初であった．アルキメデ1スの時代から．既に一種の“事衡の理智”とい

ふものはあったけれど，“蓮動め肺野”といふものは，ガリレオから始まったの

である．實際，コドルニクの地動詮が最後の勝利を獲たのは，ガリレオが，V・

ろ々々と述べたてた其の直接の賛成論のためとV・ふよりも，むしろ，かれが蓮

動學　今の‘‘：力學”）について研究を積ん浸ことの方が，はるかに大きい手職で

あると言っても，決して過言ではあるまい．天丈學の諸問題は，要するに力畢

の問題なのであるから，ガリレオが當時の人々に洗いたtc力”とV・ふものが，

物の蓮動の原因なのだといふ機械的な槻念が無ければ，恐らくは，碩學ニウト

ンの頴・智を以ってしても，こうした問題は，やはり，解けない謎であったのだ

らう．但し，力と運動との關係は，ガリレオによって明確な諸法則の形1作り

上げられたものではない．しかしながら，彼れの力學に干する諸論：文は，どこ

を潤んで見ても，これ等の法則を暗示するものであるし，こうした力學問題の

ガリレオの解法を見ると，どうしても，彼は法則を充分に知悉してみたとしな

ければならなV・．・此の方面の學術が，ガリレオによって非常に進歩したこと

は，．つまり，彼が物理め諸問題に，歎學解析術を巧みに懸写したのによるので

ある．尤も，純籔學者としての能力から言へば，ガリレオは，其の當時の或る

學者や，或る・弟子の一人以上に優れてみたとは言へないし，叉，抽象的な幾何

學の原理の損汎な把握力に於いては，（ニウトンや，ライプニツの事まで言及し

ないで置くとしても，）フェルマーや，デカル1・や，パスカル等に及ばなかった．

それでも，やはり，純三山の範園に於い．て，ガリレオの有力な，叉，猫創的な

頭畷は，著しい活躍の足蹟を残したものである．彼は，例へば，サイクロイド

曲線の性質を，いろk々と研究して，其の求積術を試みたこともあり，叉，彼

が，幾何學の問題を誰明する場合に，始めに“極微”（infinitessimals）といふ
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週半を爽案したが，この概念の中には，微分學の大樹が成長して行くべき種子

が拝せられてるた・しかしながら，彼の猫特の研究法であり，叉，今日も禽，

天然理事（nhtural』science）上に於V・て，幾多の新獲見への道を拓きつNある

ものは，實騨鯉計算漁給はせることであって・この琳瞬り磁心
的なものが，抽象的なものに攣移し，同時に，文，いろ・々々の結果を比較論定

する道を與へることになるのである．ガリレオの，こうした新しい研究法の，

最：初の成果は，自評ち，砲艦の法則を確定したことであった．最も薄曇な原理

が，最も眞理に近いものであるとの信念から，彼は，先づ，すべての物艦が，

一撃均平な加速運動で江って，地球へ落下するといふ一公理を塩海し，それに

より，結論として，この運動の速度は，経過した時間に正比例することと，叉

懸章が通過した距離は，時聞の二i乗に正比例することを謹明した．それから，

最：後に，彼は，傾斜面を降って行く物盟の蓮詠歌態と，其の費やす時短とを観

察して，前記の公理が誤づでないヒとを立讃した．尤も，こ～でも亦，彼れは

傾斜面上の降下軍艦の速度が，其の斜面の角度の女口何に拘はらす，高ささへ同

じであれば，遽度も常に等しいといふことを假介する必要に迫られたのであっ

たが，～二の，二見，明瞭でなささうな原理の数學的な平明に成功したのは，彼

の死の直前であった．

　かの，慣性の原理を言ぴ表はす“蓮動の第一法則’【といふものは，畢章，均

齊加速運動の親睡中に含まれてみるのである．しかし，落艦の眞の理論を血球

するためには，翻れに，爾，“第二法則聖一帥ち，個々の運動の猫立性といふ

こと一を附加しなければならない．このことも，ガリレオの功蹟である．そ

の當時までは，およそ一物腿に衝撃を與へて起された蓮動峠，縄えす其の前進が
　　　　　　　　　　　　　　　メデウム
促がされない限り，何か融融的な“軍艦の反動”といふものによって，自然に

其れが静止してしまうといふ風に，學界では，一般に信ぜられてるたものであ

った．ところが，之れに反亡して，ガリレオは，衝撃によって起された運動は

いつまでも，その郭，一定の：方向に影画運動を績けるのであって，“無熱”は

其れを促進させるものでなく，却って，この蓮勤に反抗する作用を有ってみる

ものであるといふととを誰明した．樹，今一つ，ひろぐ，一般に信じられてみ

た公理は，物謄が，すべて，一時に只一種の運動しかするものではないといふ

～二とであった．故に，建ち，例へば，砲弾や，其の他の落涙は，最初の衝撃力

が亡くなって了うまでは，一直線に進行するものであって，最後には，垂直に

地上へ落下すると，學界では考へられてるたものである．ところが，ガリレオ

は，其の力學問答書の第4部に於いて，落麓の運動は，均齊一様な横断運動と

加速度の一様な垂直運動との結合であるから，（室氣の抵抗が假りに無いものと

すれば，）それは拗物線を書くものであることを實誰した．力の組み合はせの原
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理が，このやうにして，確立したことは，地球の自営に劃する反封論に向って，

最も手窒びし込回答となったわけであって，回れにより，ガリレオは，其の第

二問答書に於いて，宇宙の構造に識する議論の赫kたる勝利を示したものと言

ひ得る．當時，コペルニク読の反比論者は，若しも地球が自面してみるのな

らば，手から投げ出されたものは，地球と共に蓮痛してるる筈の人の蓮動が

速いために，後方に取り残されることになるべき筈ではないかと，厚駁したの

であったが，ガリレオは，掛れに斯して，新しく加はる衝撃は，其の以前に受

けた衝撃に直接の影響を與へるものではないから，反封論者の云ふ地球の自韓

とV・ふものは，決して其の影響が現はれるものでない．何となれば，地上にあ

る総ての悪寒が，全く一様に地球の作用を受けてみるのであるから一と，論

．駁した．ガリレオの斜面運動野と，“運動量”に關する立涯な定義とを組み合は

せて，彼は，運動の第3法的を獲た．かのニウトンの“作用と反作用とは，互

ぴに等しくて，其の方向は劇界である”といふ定理は，殆んど其のまS，ガリ

vオの“力學論”（Della　scienza　meccanica）に述べられてあるが，この著書

は，彼がパドヅの大野で講義したものを出版したものであった．樹，～二の原理

は，彼の第3問答書の中に述べてある公理に含まれてあるもので，“物燈の落下

する傾向は，それを支へるのに丁度充分な最：小限度の抵抗に等しい”となって

みる．しかし，衝撃に關する諸問題は，ガリレオの死後に至るまで，確立的な

解決は成功しなかった．

　運動學上のガリレオの貢献は，動力學と同様に，静力學の上にも著しかっ

た．彼は，斜面上の平衡の問題を立前に確立した最初の人であって，彼は，こ

の問題を，巧妙な論理を徹底的に押しすXめて，結局，異れを水準面上の問題

に出した．叉，“発想速度”（Virtual　velocity）の理論を確立して，かのうグラ

ンジの所謂“4衡の法則を一般化”した最も重大な基本原理を見出した．ガリ

レ・オは，更IC　，今生明瞭を歓く“分子引力”の問題を注意深く研究し，叉，器

械論の範圃内に於ては横の歪形や，捧の弼さの問題について，彼が立誰した以

上に，≧今も省，吾人の知識は加はつてみない．ガリレオが，1612年に出版し

た“Discorso　intorno　alle　cose　che　stanno　su　i’acqua”の中に，彼は液艦

力學の重大な定理を讃明するために，、假想速度の原理を用ゐ，サイフォンの中

の液鶴の亭衡を論じ，液艦中に於いて固燈が回游するのは，其の固艦の形状に

よるものではなくて，液にi封ずる固膿の比重によるものであることを識明して，

アリストテレス學派の主張を破った．

　ガリレオが物理學上の進歩に貢職した功績を正しく評慣するためには，どう

しても，平時に於ける此うした諸問題について，諸家の意見が如何に混齪し，

錯誤に浦ちてるたかを指摘する必要がある．彼への最良の稻讃の鄙は，印ち，

彼が曝露して指摘した當時の學界の錯誤・そのものを見ることであると言はれて
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みるが，誠に尤もな話である．およそ腐朽するものと，しないもの，無封の重

：量と，陸封の呼量，自然の運動と，強制の三斜一こうしたものの學的な幌別

といふものは，財界から奎く無くなる言葉ではないにしても，少なくともガリ

レオ以後は，有識者間の論争には重要性を有たないもの1となった．このやうな

曖昧な，誤解し易い観念を退けて，ガリレオは，：重：量と輕量とは，要するに四

八的のもので，総ての物罐は，（例へば，室氣の如き，限に見えないものでさ

へ）重さがあるのであることを，ガリ1／オは教へた．叉，運動といふものは，若

し，それが一瞬間の運動でも，永績的な出動でも，何れも，力の働らいた結果

であること；重さといふものは，地球の中心の方へ働らく蓮績的な力であるこ

と；眞町中では，重いものも，弄いものも，皆一様に，同じ速度で落下するこ

と；“物質の慣性”は，静止や運動の永底意を意味すること；天道の物質は，地

上のものと同様に“腐朽するもの”であること等々を，ガリレオは教へた．此

等の簡軍な初等観念は，其の後の進歩と磯展とを約束したものであって，輩に

それ等自身が眞理であるばかりでなく，更に進歩した翼理への前奏曲であっ

た．そして，此等の新観念によって退けられた奮槻念は，その不明確と曖昧と

によって，全く棄てられて了つた．

　ガリレオは，實に適切な時期に生れた人であった．彼は同時代の如何なる人

よりも優れてみたけれど，しかし，決して彼等と無關係ではなかった．彼は其

の生存した時代の動きの代表者であip，又，其の促進者であった．アリストテV

ス學に封ずる疑惑は墨黒漸く入kの騒裡に現はれ始め，其の説く所を理學上の

模威として取り扱はない傾向は，かすかに見えてみた．既にラムス（Ramus），

テレ・シウス（Telesius），’バトリシウス（Patr量cius），カムパネラ（Campanella）

等によって，學界の盲目的な傳統に封ずる猛烈な（しかし，効力無き）圖争が

始められてみたのであって，ガリレオが成功した大革命は，其の先輩たちによ

って，準備されてるたのは事實である．しかしながら，彼が有効に沖し途げた

大事業は，最高，稀代の天才を必要としたのであった．彼は先天性と民謡性と

の間の幸幅な中道を開拓し，多くの他の経験學が天然界の多大なる秘密を穫得

した研究方法を，移しい威功によって立讃したのであった．ガリレオの智能は

優れて實際的であって，彼が行った行蹟は悉く精密な研究の範團に屡してみ

た．二って，彼が後代に残した問題は，大きくは曲るけれど，只，直接の情想

のみからぽ多くの結果を期待し得ないものであった．現に，ガリレオ以後，も

っと進んだ理論は次ぎ・・了々に出現したけれど，まもなく其れ等は労えて穿って

只，ガリレオの置旧だけが今尚生きてみる．之は全く彼が其の基礎を確實にし

たからである．眞理に封ずる彼の鋭い直：感，彼の彊力にして喚呼な論ii登，その

例讃の豊富，鋭利な寸寸等は，皆，彼の論敵を辟易させた．そして論事の勝田

は漸次消えても，その代りに後代の永い賞讃が憎いて止まない有様である，（終）


